
決　 算 　報 　告 　書

平成２５年度

公立大学法人　公立はこだて未来大学

第６期事業年度

自　平成２５年４月　１日

至　平成２６年３月３１日



（単位：円）

差　額

（決算－予算）

 収入

　 運営費交付金 1,475,487,000 1,457,086,287 △ 18,400,713 （注１）

　 補助金等収入 0 1,100,000 1,100,000 （注２）

　 自己収入 706,530,000 704,876,675 △ 1,653,325

　　 授業料・入学料・入学検定料収入 659,516,000 650,858,240 △ 8,657,760 （注３）

　　 その他の収入 47,014,000 54,018,435 7,004,435 （注４）

　 受託研究等収入 133,000,000 160,065,483 27,065,483 （注５）

　 寄附金収入 6,005,000 10,275,000 4,270,000 （注６）

　 目的積立金取崩収入 15,000,000 74,400,713 59,400,713 （注７）

計 2,336,022,000 2,407,804,158 71,782,158

 支出

　 業務費 2,202,717,000 2,111,466,499 △ 91,250,501

　　 教育研究経費 799,925,000 789,631,779 △ 10,293,221 （注８）

　　 一般管理費 392,730,000 412,311,527 19,581,527 （注９）

　　 人件費 1,010,062,000 909,523,193 △ 100,538,807 （注10）

　 受託研究等経費 119,305,000 133,980,898 14,675,898 （注11）

   施設整備費 14,000,000 13,849,500 △ 150,500

計 2,336,022,000 2,259,296,897 △ 76,725,103

収 入 － 支 出 0 148,507,261 148,507,261

  （注）　予算額は，年度計画の予算に計上した金額を円単位で記載しています。

  　　　　なお，収入の決算額の計には，翌年度へ繰り越すべき財源が合わせて 32,520,641 円含まれています。 

  　　　　また，支出の差額の計のうち，合わせて 30,520,641 円を翌年度へ繰り越しました。

○予算額と決算額の差異の主な理由について

  （注１）   目的積立金取崩収入の増により，運営費交付金が減となりました。

           　なお，当該収入決算額は受入額であり，前年度からの繰越額 2,335,965 円は含まれていません。

　（注２）　地域づくり総合交付金の獲得に伴い，補助金等収入が増となりました。

　（注３）　受験者数の増等に伴い，入学料で 2,536,200 円，入学検定料で 373,200 円の増となったものの，

　　　　　　授業料について，休学者の増等により 11,567,160 円の減となりました。

　（注４）　科学研究費補助金等獲得額の増に伴い，間接経費等が 7,004,435 円の増となりました。

　（注５）　共同研究収入で 5,470,863 円の減，受託等研究収入で 34,511,346 円の増，共同事業収入で 
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　　　　　　1,975,000 円の減となりました。

           　なお，当該収入決算額は受入額であり，前年度からの繰越額 4,009,846 円は含まれていません。

           　また， 7,225,281 円を翌年度へ繰り越しました。

　（注６）　奨学寄附金分で 3,620,000 円の増，高度ＩＣＴコース運用経費分で 900,000 円の減，振興基金分で

　　　　　　500,000 円の増，科学技術理解増進分で 1,050,000 円の増となりました。

           　なお，当該収入決算額は受入額であり，前年度からの繰越額 23,632,613 円は含まれていません。

　　　　　　(奨学寄附金分 21,132,613 円，高度ＩＣＴコース運用経費分 2,500,000円)

           　また，奨学寄附金分 で 23,295,360 円，高度ＩＣＴコース運用経費分で 2,000,000 円を翌年度へ繰り越しました。

　（注７）　教育研究の質の向上のため，目的積立金を 74,400,713 円取り崩しました。

　（注８）　国際水産・海洋総合研究センター研究室準備経費等が 19,172,837 円の増になったものの，

　　　　　　研究旅費及び研究費等が 29,466,058 円の減となりました。

            なお，前年度から繰り越された一般研究費 24,468,578 円が含まれています。

            また，一般研究費で 23,295,360 円を翌年度へ繰り越しました。

　（注９）　校舎維持管理費が 41,536,136 円の増になったものの，管理運営費等が 21,444,870 円の減となりました。

  （注10）　常勤教員数の減等により減となりました。

　（注11）　主に（注５）に記載した理由により増となりました。
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